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A. 研究目的
肺炎は2011年以降日本人の死亡原因の第 3 位

の疾患となった。肺炎球菌およびインフルエンザ
菌は成人の市中肺炎の主要な原因菌であり、特に
肺炎球菌はしばしば重症肺炎を惹起する。23価肺
炎球菌ワクチン（PPV23）はワクチン含有血清
型による侵襲性肺炎球菌感染症（invasive pneu-
mococcal disease: IPD）および高齢者の肺炎球菌
性肺炎の予防効果が報告されている。平成26年10
月よりPPV23は高齢者への定期接種が開始され
たこともあり、成人に対する侵襲性肺炎球菌感染
症サーベイランス体制の構築と人口ベースでの
PPV23の有効性評価が求められている。本研究
は福岡県の医療機関でのIPD患者からの分離株を
解析し、福岡県のIPDおよび侵襲性インフルエン
ザ菌感染症の実態を明らかにし、かつPPV23 導
入後の肺炎球菌血清型の推移を追跡することを
目的とする。また、同様に侵襲性溶血性連鎖球菌
感染症についても解析を行う。

B. 研究方法
福岡県の医療機関でのIPD患者、侵襲性インフ

ルエンザ菌感染症患者および侵襲性溶血性連鎖球
菌感染症患者から分離された肺炎球菌、インフル
エンザ菌および溶血性連鎖球菌を国立感染症研究

所に輸送し、血清型などについて解析した。

C. 研究結果
2018年 4 月～2019年 1 月の間に福岡県では48

症例（菌血症を伴う肺炎30例、菌血症を伴う髄膜
炎10例、その他の菌血症 8 例）より肺炎球菌48株

（血液由来41株、髄液由来 7 株）が分離、集積さ
れた。肺炎球菌の優位な血清型は12F（12株）が
最も多く、続いて10A（ 5 株）、3、23A、24F（そ
れぞれ 3 株）であった。血清型12Fの肺炎球菌は
これまでの福岡県の解析では2014年以前は認め
られていなかったが、2015年以降急速に増加して
いる。7 価、13価、23価肺炎球菌ワクチンのカバー
率は、それぞれ2.1%、16.7%、68.8% であった。
2013年度の福岡県で分離された肺炎球菌におけ
る 同 ワ ク チ ン の カ バ ー 率 は そ れ ぞ れ20.0%、
50.0%、76.7%であったためワクチンの定期接種
開始後ワクチンのカバー率が低下してきている
ことが明らかとなった。調査表提出時には予後不
明の症例も多かったが、48症例中15例（31.3%）
は軽快し、2 例（4.2%）は早期に死亡していた。
48症例中 8 例に PPV23接種歴があり、そのう
ち 5 症例はPPV23含有の血清型であった。

インフルエンザ菌は 2 症例（菌血症を伴う肺
炎 2 例）より 2 株分離され、血清型はnon-typable 

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業）
分担研究報告書

福岡県における成人の侵襲性細菌感染症サーベイランス

研究分担者：渡邊　浩　（久留米大学医学部 感染制御学講座）

研究要旨　福岡県の侵襲性細菌感染症患者より分離された肺炎球菌、インフルエンザ菌および溶血
性連鎖球菌の収集、集積を行い、菌株の細菌学的解析を行った。2018年 4 月～2019年 1 月の間に福
岡県では48症例（菌血症を伴う肺炎30例、菌血症を伴う髄膜炎10例、その他の菌血症 8 例）より肺
炎球菌48株（血液由来41株、髄液由来 7 株）が分離、集積された。肺炎球菌の優位な血清型は12F（12
株）、10A（ 5 株）、3、23A、24F（それぞれ 3 株）であり、7 価、13価、23価肺炎球菌ワクチンの
カバー率は、それぞれ2.1%、16.7%、68.8%であった。48症例中 2 例（4.2%）が早期に死亡していた。
インフルエンザ菌は 2 症例（菌血症を伴う肺炎 2 例）より 2 株分離され、血清型はnon-typable 
1 株、f型 1 株であった。溶血性連鎖球菌は劇症型溶血性レンサ球菌感染症 6 症例より 6 株が分離
され、Lancefield血清型はA群 4 株、G群 2 株であった。



-  45  -

1 株、f型 1 株であった。溶血性連鎖球菌は劇症
型溶血性レンサ球菌感染症 6 症例より 6 株が分
離され、Lancefield血清型はA群 4 株、G群 2 株
であった。

D. 考察
肺炎球菌ワクチンの血清型カバー率は以前に比

べ明らかに低下しており、ワクチン導入後優位な
血清型が変化していることが推察された。今回、
PPV23接種後にIPDを発症した 5 症例が確認され
ており、今後PPV23の予防効果についての詳細な
検討が望まれる。侵襲性溶血性連鎖球菌感染症に
ついては今回の検討ではA群、G群確認されてお
り、今後も継続した解析が必要と思われる。

E. 結論
PPV23の高齢者への定期接種の有効性につい

ての解析や有意な血清型の推移、PPV23の予防
効果を詳細に検討するためには今後も継続した
菌株の集積、経時的な解析が必要と考えられる。
同様に侵襲性細菌感染症を引き起こすインフル
エンザ菌、溶血性連鎖球菌についても継続した調
査と経時的な解析が必要である。
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